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主な記事
2・3面 2025都本部賃金確定闘争 それぞれの課題

都本部青年部ユースセミナー
都本部障労連学習会
コラム 自分の将来は自分で守る時代、将来への自己防衛進めてますか？
都本部版情報ポータルサイトの名前を募集します！

4面 私のおすすめ（立川市社会福祉協議会職員労働組合 執行委員長 安藤 徹）
憲法理念の実現をめざす 第62回護憲大会

企 画 総 務 局

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘粘りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉
〈
東
京
都
〉

東
京
都
に
お
け
る
賃
金
交
渉

で
は
、
自
治
労
都
庁
職
、
東
京

交
通
労
組
が
東
京
都
と
の
交
渉

組
織
で
あ
る
都
労
連
に
結
集
し

て
交
渉
に
臨
ん
だ
。
都
労
連
交

渉
の
結
果
、
賃
金
改
定
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会
勧

告
ど
お
り
の
内
容
で
、
全
級
全

号
給
の
引
上
げ
改
定
、
一
時
金

の
支
給
月
数
増
を
実
現
さ
せ
、

年
内
支
給
を
都
側
に
判
断
さ
せ

た
。
ま
た
、
住
居
手
当
は
年
度

末
年
齢
27
歳
ま
で
の
職
員
に
対

す
る
金
額
の
引
上
げ
も
勧
告
通

り
と
し
、
そ
の
他
、
勧
告
で
検

討
す
べ
き
と
さ
れ
た
育
児
や
介

護
に
よ
り
不
在
と
な
る
職
員
の

業
務
を
代
行
し
た
職
員
へ
の
勤

勉
手
当
の
成
績
率
の
加
算
、

「
通
勤
手
当
」
の
交
通
用
具
使

用
者
に
か
か
る
距
離
区
分
の
新

設
、
支
給
額
の
引
上
げ
、「
駐

車
場
等
利
用
に
対
す
る
通
勤
手

当
」
新
設
の
ほ
か
、「
初
任
給

決
定
に
お
け
る
経
験
加
算
」
や

「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
新
た

な
病
気
休
暇
導
入
」
な
ど
、
都

労
連
要
求
の
前
進
が
図
ら
れ

た
。

〈
特
別
区
〉

特
区
連
、
東
京
清
掃
労
組
は

区
長
会
と
の
交
渉
を
行
い
、
11

月
20
日
未
明
に
妥
結
に
至
っ

た
。
賃
金
改
定
に
つ
い
て
は
、

特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
ど
お

り
に
全
級
・
全
号
給
の
引
上
げ

を
確
認
し
た
。
特
区
連
は
区
人

勧
で
示
さ
れ
た
2
0
1
8
年
の

行
政
系
人
事
制
度
改
正
に
伴
う

降
格
者
に
対
す
る
差
額
支
給
を

今
年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と
は

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

し
、
激
変
緩
和
措
置
な
ど
の
対

応
を
と
る
べ
き
と
追
及
し
た
。

区
長
会
か
ら
2
0
2
6
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
差
額
支
給
の
取

扱
い
は
終
了
す
る
が
、
激
変
緩

和
措
置
に
よ
り
、
昇
任
制
度
の

特
例
の
導
入
な
ど
、
対
象
者
へ

の
一
定
の
対
応
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
職
層
構
成
比
の
適
正
化
の

推
進
に
資
す
る
制
度
構
築
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
東
京
清
掃
労

組
が
昨
年
、「
清
掃
職
員
に
係

る
賃
金
水
準
及
び
人
事
制
度
の

抜
本
的
改
善
」
を
検
討
課
題
の

俎
上
に
載
せ
た
到
達
点
を
踏
ま

え
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

課
題
を
共
有
し
た
上
で
、
意
見

交
換
の
場
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
、
議
論
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
技
能
・
業
務
系
職
員
に
係

る
人
事
給
与
制
度
の
改
善
が
図

ら
れ
た
。
業
務
職
給
料
表
に
つ

い
て
は
、
改
定
給
料
表
1
・
2

級
は
行
政
職
給
料
表
の
最
低
改

定
額
を
上
回
り
、
3
・
4
級
は

同
程
度
の
引
上
げ
を
獲
得
、
あ

わ
せ
て
2
0
2
6
年
4
月
適
用

と
す
る
新
た
な
業
務
職
給
料
表

を
勝
ち
取
っ
た
。
2
0
0
8
年

に
平
均
9
％
の
引
下
げ
な
ど
、

不
当
に
引
下
げ
ら
れ
て
き
た
現

行
給
料
表
か
ら
平
均
10
・
4
％

の
賃
金
水
準
を
回
復
す
る
到
達

点
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
採
用

年
齢
上
限
の
引
上
げ
、
初
任
給

決
定
方
式
の
改
善
、
技
能
・
業

務
系
職
員
に
係
る
職
の
設
置
基

準
の
改
善
（
職
場
人
数
を
単
位

と
し
た
基
準
の
廃
止
）
な
ど
、

か
つ
て
な
い
大
き
な
前
進
を
図

っ
た
。

〈
市
町
職
〉

市
町
職
の
自
治
体
22
単
組
の

う
ち
、
21
日
段
階
で
妥
結
を
確

認
し
た
単
組
は
15
単
組
と
な
っ

た
。
市
町
職
は
都
制
度
に
準
拠

し
、
賃
金
改
定
は
都
労
連
妥
結

と
同
様
に
都
人
勧
ど
お
り
、
全

級
全
号
給
の
引
上
げ
改
定
、
一

時
金
支
給
月
数
の
引
上
げ
を
確

認
し
た
。
一
方
で
、
改
定
を
受

け
入
れ
な
い
当
局
も
一
部
で
見

ら
れ
た
。
八
王
子
市
職
で
は
、

当
局
が
こ
の
間
、
発
生
し
た
通

勤
手
当
の
不
正
受
給
を
背
景
に

市
民
の
信
頼
を
損
な
う
事
態
で

あ
る
と
し
、
今
回
の
改
定
を
見

送
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
八

王
子
市
職
で
は
、
当
局
の
不
当

な
対
応
に
対
す
る
声
明
文
を
発

出
し
、
緊
急
臨
時
拡
大
闘
争
委

員
会
を
招
集
し
1
0
0
名
を
超

え
る
組
合
員
が
参
集
、
団
体
交

渉
を
断
続
的
に
実
施
し
て
き
た

こ
と
で
、
14
日
早
朝
の
団
体
交

渉
に
よ
り
賃
金
改
定
実
施
の
労

使
確
認
に
至
っ
た
。
労
働
組
合

が
な
け
れ
ば
こ
う
し
た
不
当
対

応
に
抗
う
術
は
な
か
っ
た
と
言

え
る
。
今
闘
争
で
特
徴
的
な
前

進
に
至
っ
た
事
項
と
し
て
、
再

任
用
職
員
一
時
金
に
つ
い
て
、

3
単
組
（
立
川
市
職
労
、
三
鷹

市
職
労
、
調
布
市
職
労
）
が
改

善
を
図
り
、
全
体
で
7
単
組
が

定
年
前
常
勤
職
員
と
同
じ
支
給

月
数
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
賃
金
改
定
を

常
勤
職
員
同
様
の
取
扱
い
に
よ

り
、
4
月
遡
及
の
適
用
を
新
た

に
調
布
市
職
労
と
日
野
市
職
が

確
認
し
8
単
組
が
実
施
、
雇
用

年
限
撤
廃
は
立
川
市
職
労
、
三

鷹
市
職
労
、
昭
島
市
職
労
を
加

え
15
単
組
と
な
る
な
ど
の
要
求

実
現
が
進
ん
だ
ほ
か
、
三
鷹
市

職
労
で
は
、
市
内
居
住
職
員
に

対
す
る
住
居
手
当
額
を
都
労
連

妥
結
事
項
に
上
乗
せ
し
た
対
応

が
図
ら
れ
た
。

都都
・・
区区
・・
市市
町町
村村
、、
賃賃
金金
引引
上上
げげ

一一
時時
金金
増増
をを
実実
現現

制制
度度
改改
善善
もも
大大
幅幅
前前
進進

都
労
連
は
11
月
11
日
を
最
終
回
答
日
と
し
て
闘
争
に
臨
み
、
特
区
連
お
よ
び
東
京
清
掃
労
組

は
11
月
20
日
を
交
渉
の
ヤ
マ
場
と
し
て
交
渉
を
積
み
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
深
夜
に
お
よ
ぶ
最
終
交

渉
を
経
て
、
賃
金
確
定
闘
争
の
決
着
を
図
っ
た
。
市
町
職
で
は
自
治
労
お
よ
び
都
本
部
方
針
に

基
づ
く
11
月
13
日
の
ヤ
マ
場
交
渉
を
基
軸
に
、
21
日
段
階
で
15
単
組
が
賃
金
改
定
に
か
か
る
妥

結
を
図
っ
た
。
物
価
上
昇
に
及
ば
な
い
も
の
の
月
例
給
に
つ
い
て
は
全
級
・
全
号
給
の
引
上
げ

改
定
、
一
時
金
の
支
給
月
数
は
再
任
用
職
員
も
含
め
て
0
・
05
月
引
上
げ
と
な
る
。

▲東京地公労「2025秋季年末闘争勝利！総決起集会」にて決意表明を述べる笹川書記長
（11月6日・都庁第ニ本庁舎前広場）

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

昨
今
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
の
普

及
に
よ
り
、
こ
れ

が
な
け
れ
ば
、
今

の
世
の
中
生
活
が

で
き
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
電
車
に
乗
る
時
も

ス
マ
ホ
に
登
録
し
た
交
通
系

Ｉ
Ｃ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
�
ペ

イ
ペ
イ
♪
�
職
場
に
行
け
ば

パ
ソ
コ
ン
。
職
場
で
の
職
員

同
士
の
会
話
は
、�
チ
ャ
ッ

ト
�
と
い
う
具
合
で
あ
る
▼

こ
れ
が
現
代
の
生
活
ス
タ
イ

ル
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
情
報
伝
達
は
タ

イ
ム
リ
ー
で
な
く
て
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
今
の

世
の
中
で
あ
る
。
そ
の
た
め

組
合
も
こ
の
時
代
に
合
っ
た

運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
▼
都
本
部
で
は
時
代
の
流

れ
に
合
わ
せ
る
た
め
、
2
0

2
6
年
4
月
か
ら
運
用
で
き

る
よ
う
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
の

作
成
に
着
手
し
た
。
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
が
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
ス
マ
ホ
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
▼
し
か
し
、

組
合
運
動
の
普
遍
的
な
柱
は

執
行
部
と
組
合
員
の
顔
の
見

え
る
関
係
性
で
あ
り
、
情
報

伝
達
の
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
て
も
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
助
け
合
い
を
わ
す

れ
ず
、
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
海
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

2025都本部賃金確定闘争 結果2025都本部賃金確定闘争 結果22002255都都本本部部賃賃金金確確定定闘闘争争 結結果果

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1378号（１）2025年12月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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都本部共済推進
委員会事務局長
荒虫 智生

コラム

自
分
の
将
来
は
自
分
で
守
る
時
代
、

将
来
へ
の
自
己
防
衛
進
め
て
ま
す
か
？

ⒸHot Property ITAOT Limited2023

〈
東
京
都
〉

例
月
給
の
引
上
げ
率
は
、
勧

告
さ
れ
た
内
容
か
ら
変
わ
ら

ず
、
行
（
一
）
1
0
2
級
の
中

位
号
給
以
上
で
約
1
％
か
ら
2

％
台
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。
中
長
期
的
な
人
材
確
保
や

都
政
の
継
続
性
や
安
定
性
に
大

き
く
影
響
す
る
懸
念
が
あ
る
と

と
も
に
、
こ
の
こ
と
は
65
歳
定

年
を
見
据
え
た
新
た
な
給
与
制

度
の
構
築
に
む
け
た
伏
線
と
も

受
け
取
れ
、
動
向
に
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

55
歳
昇
給
抑
制
措
置
の
廃
止
、

60
歳
超
職
員
の
給
料
月
額
7
割

水
準
措
置
の
廃
止
、
再
任
用
職

員
の
定
年
前
職
員
と
同
じ
一
時

金
月
数
へ
の
改
善
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
更
新
回
数
制
限
の

撤
廃
な
ど
、
都
労
連
で
は
引
き

続
く
課
題
と
し
て
、
準
備
を
進

め
る
こ
と
が
必
須
と
し
て
い

る
。

〈
特
別
区
〉

特
区
連
交
渉
に
よ
る
区
長
会

と
の
労
使
確
認
を
踏
ま
え
、
今

後
は
各
区
で
の
取
り
組
み
が
重

要
だ
。
賃
金
水
準
の
回
復
に
つ

い
て
は
、
特
例
的
な
選
考
種
別

の
導
入
に
か
か
る
今
回
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
区
長
会
は

「
全
区
で
申
し
合
わ
せ
た
」
と

回
答
し
て
お
り
、
賃
金
水
準
低

下
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
職
層

構
成
比
の
適
正
化
の
対
策
と
し

て
示
さ
れ
た
。
示
さ
れ
た
区
長

会
回
答
を
実
効
性
が
あ
る
も
の

と
す
る
に
は
、
各
区
で
の
取
り

組
み
が
重
要
だ
。

ま
た
、
再
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
、
特
区
連
は
、

区
人
事
委
員
会
に
対
す
る
新
た

に
「
再
任
用
職
員
の
給
与
水
準

の
改
善
、
一
時
金
の
支
給
月
数

を
常
勤
職
員
等
と
同
月
数
と
す

る
要
請
署
名
」
を
実
施
し
、「
再

任
用
職
員
の
一
時
金
の
支
給
月

数
を
常
勤
職
員
等
と
同
月
数
と

す
る
こ
と
」
も
し
く
は
「
労
使

協
議
が
行
え
る
よ
う
勧
告
を
行

わ
な
い
こ
と
」
を
求
め
た
。
区

長
会
に
対
し
て
は
、
国
や
総
務

省
等
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
区
長
の
判
断
で

給
料
月
額
の
引
上
げ
を
求
め

た
。
要
求
実
現
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
再
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
区
長

会
よ
り
「
再
任
用
職
員
を
含
め

た
高
年
齢
職
員
に
つ
い
て
、
必

要
な
検
討
を
進
め
る
」
と
の
回

答
を
引
き
出
し
た
。
こ
の
回
答

を
足
掛
か
り
と
し
、
引
き
続

き
、
特
区
連
・
東
京
清
掃
労
組

が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
各
区
か
ら
も

区
長
会
へ
処
遇
改
善
を
行
う
よ

う
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〈
市
町
職
〉

市
町
職
の
最
重
点
課
題
は
地

域
手
当
だ
。
国
に
お
け
る
2
0

0
6
年
、
2
0
1
5
年
の
賃
金

制
度
の
見
直
し
を
受
け
て
、
東

京
都
は
給
料
表
を
引
下
げ
、
地

域
手
当
を
引
上
げ
る
こ
と
で
賃

金
水
準
を
引
下
げ
る
こ
と
な
く

対
応
し
た
。
都
制
度
に
準
拠
す

る
市
町
職
で
は
、
給
料
表
は
引

下
げ
ら
れ
た
東
京
都
給
料
表
、

地
域
手
当
の
引
上
げ
は
国
基
準

に
留
ま
り
、
都
人
勧
で
示
さ
れ

た
賃
金
水
準
か
ら
引
下
げ
ら
れ

た
水
準
に
留
ま
る
。
人
員
確
保

や
人
材
流
出
の
観
点
か
ら
、
2

0
2
4
年
に
地
域
手
当
支
給
率

区
分
が
広
域
化
さ
れ
、
さ
ら
に

国
基
準
を
超
え
る
地
域
手
当
支

給
率
と
し
た
際
の
特
別
交
付
税

減
額
措
置
も
廃
止
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
を
背
景
に
、
都
人
勧
が

示
す
賃
金
水
準
の
確
保
に
む
け

て
、
地
域
手
当
支
給
率
の
改
善

交
渉
を
強
化
し
た
。
交
渉
で

は
、
均
衡
の
原
則
「
生
計
費
」

の
観
点
、
人
員
確
保
に
要
す
る

労
力
・
経
費
・
人
材
育
成
の
観

点
も
含
め
、
粘
り
強
く
交
渉
を

重
ね
た
が
、
財
政
的
に
厳
し

い
、
国
基
準
を
上
回
る
根
拠
が

な
い
と
し
、
具
体
的
な
前
進
に

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
交
渉

に
よ
り
当
局
の
課
題
認
識
が
図

ら
れ
て
い
る
状
況
は
あ
る
。
あ

き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く
主
張

し
、
引
き
続
く
取
り
組
み
強
化

が
重
要
だ
。

22
00
22
55
都都
本本
部部
賃賃
金金
確確
定定
闘闘
争争
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
課課
題題

都
労
連
、
特
区
連
お
よ
び
東
京
清
掃
労
組
、
市
町
職
各
単
組
は
賃
金
確
定
闘
争
に
お
い
て
粘

り
強
い
交
渉
を
展
開
し
、
課
題
の
前
進
が
図
ら
れ
た
。
一
方
で
、
再
任
用
職
員
を
含
む
高
年
齢

層
職
員
の
賃
金
水
準
を
始
め
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
前
進
し
た
労
働
条
件
は
当

た
り
前
で
は
な
く
、
当
局
と
む
き
合
い
、
要
求
、
交
渉
し
、
組
合
員
結
集
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
と
し
て
い
く
た
め
に

も
、
私
た
ち
が
働
き
続
け
た
い
職
場
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
要
求
の
実
現
に
む
け

た
継
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▲東京地公労総決起集会では、都庁を包囲しデモ行進を行った

都
本
部
青
年
部
は
11
月
15

日
、
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
都
本
部
青
年
部
2
0
2
5
年

第
2
回
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、

若
い
世
代
の
組
合
員
が
広
い
視

野
で
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
同
青
年
部
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
初
め
に
、
山

口
青
年
部
長
と
新
海
組
織
局
長

が
挨
拶
。
山
口
部
長
は
「
日
々

の
業
務
で
感
じ
た
疑
問
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
本
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て

新
海
局
長
は
、「
働
き
や
す
い

職
場
の
実
現
に
は
政
治
へ
の
理

解
が
不
可
欠
。
積
極
的
に
議
論

を
重
ね
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

若
年
層
が
政
治
参
加
す
る
意
義

を
強
調
し
た
。

続
い
て
、
自
治
労
組
織
内
議

員
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
に

よ
る
「
国
会
と
暮
ら
し
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
国
会

の
議
員
定
数
や
会
派
構
成
な
ど

政
治
の
基
本
を
解
説
。
さ
ら

に
、
与
党
が
衆
参
両
院
で
過
半

数
を
割
っ
て
い
る
現
状
に
も
触

れ
、「
政
策
・
法
案
の
審
議
に

は
従
来
以
上
の
緊
張
感
が
生
ま

れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

岸
議
員
は
最
後
に
「
政
治
や

社
会
の
仕
組
み
、
制
度
決
定
は

自
身
の
将
来
に
直
結
し
て
お
り

他
人
事
で
は
な
い
。
若
者
の
声

を
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
」
と
参
加
者
に
力
強
く
呼
び

か
け
た
。
質
疑
応
答
で
は
、「
若

手
職
員
の
声
を
ど
う
政
治
に
反

映
さ
せ
ら
れ
る
か
」
と
い
っ
た

質
問
が
出
る
な
ど
、
参
加
者
の

主
体
的
な
学
び
の
姿
勢
が
見
ら

れ
た
。

講
演
後
は
同
会
場
で
交
流
懇

親
会
を
開
催
。
岸
議
員
を
交

え
、
講
演
の
感
想
や
業
務
内

容
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
な

ど
で
和
や
か
な
交
流
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
政
治
に

対
す
る
基
本
的
な
知
識
が
身
に

付
け
ら
れ
た
上
に
、
単
組
を
超

え
た
横
の
繋
が
り
も
で
き
、
嬉

し
く
感
じ
た
」
や
「
政
治
と
い

う
の
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
将

来
の
事
を
見
据
え
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
。
誰
も
が
不
安
な
く
暮
ら
せ

る
環
境
を
積
極
的
に
築
き
た

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

都
本
部
青
年
部
は
今
後
も
、

若
年
層
が
直
面
す
る
課
題
解
決

に
む
け
た
企
画
を
立
案
す
る
と

と
も
に
、
単
組
を
越
え
た
交
流

の
場
を
提
供
し
て
い
く
方
針
。

将
来
の
組
合
活
動
を
担
う
人
材

を
育
成
し
、
組
織
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
く
考
え
だ
。

都
本
部
青
年
部

ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催

岸
ま
き
こ
議
員
招
き
政
治
学
ぶ

▲岸まきこ参議院議員の講演を聴講する参加者

昨
今
、
急
激
な
物
価
上
昇
や

社
会
保
険
・
税
負
担
の
増
加
、

大
規
模
災
害
の
頻
発
な
ど
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。
し

か
し
、
実
際
に
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
人
口
減
少
に
よ
る
労
働

者
不
足
、
そ
れ
に
伴
う
年
金
財

政
の
不
安
が
顕
在
化
す
る
時
代

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

実
を
い
う
と
国
は
、
か
な
り

以
前
か
ら
こ
の
事
態
を
予
測
し

て
お
り
、
私
的
年
金
（
自
助
努

力
）
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
な

ん
と
41
年
も
前
の
1
9
8
4
年

に
個
人
年
金
保
険
料
控
除
を
導

入
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、企
業

年
金
の
財
政
悪
化
・
衰
退
を
背

景
に
2
0
0
1
年
に
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
を
発
足
、
さ
ら
に
2
0
1
4

年
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
制
度
化
し

て
国
民
の
資
産
形
成
の
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動

き
を
み
て
も
将
来
に
む
け
た
資

産
形
成
は
現
代
に
お
い
て
、
も

は
や
必
須
と
も
言
え
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
資
産
形
成

に
関
し
て
、
皆
さ
ん
は
組
合
の

積
立
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
組
合
に
は
皆
さ
ん
の
資
産

形
成
を
手
助
け
す
る
「
長
期
共

済
」
と
「
税
制
適
格
年
金
」
と

い
う
優
れ
た
積
立
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
の
制
度
も
在
職

期
間
中
に
積
み
立
て
を
行
い
、

退
職
後
に
「
一
括
」
や
「
年
金
」

な
ど
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。利
率
は
長
期
共
済
、税
制

適
格
年
金
と
も
1
・
25
％
で
、

大
手
銀
行
の
多
く
が
採
用
し
て

い
る
普
通
預
金
金
利
0
・
2
％

（
※
1
）を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、銀
行
預
金
の
場
合
、

利
息
に
約
20
％
の
税
が
課
さ
れ

ま
す
が
、
組
合
の
積
立
制
度
は

反
対
に
節
税
効
果（
※
2
）を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
表
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
よ

り
は
っ
き
り
と
組
合
の
積
立
制

度
の
優
位
性
が
伝
わ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
積
立
期
間

40
年
経
過
時
に
は
組
合
の
積
立

制
度
と
銀
行
預
金
と
で
は
差
額

が
約
1
5
0
万
に
も
な
り
ま

す
。つ
ま
り
、�
ど
こ
に
預
け
る

か
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
�
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
節
税
ま
で

考
慮
す
る
と
、
違
い
は
さ
ら
に

大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
�
知
っ
て
い
る

か
知
ら
な
い
か
�、�
利
用
す
る

か
し
な
い
か
�
は
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
組
合
の
制
度
は
組
合
員
し

か
利
用
で
き
な
い
特
権
、
そ
れ

故
、
非
常
に
優
れ
た
制
度
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
組
合
の
積
立
制
度

を
活
用
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
長
期

共
済
と
税
制
適
格
年
金
の
魅
力

は
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

文
字
数
の
都
合
で
こ
こ
ま
で
で

す
。
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
や
加

入
要
件
な
ど
は
、
組
合
事
務
所

を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
1
：
本
稿
執
筆
時
（
2
0
2

5
年
11
月
14
日
）
の
普
通
預
金

金
利

※
2
：
長
期
共
済
は
一
般
生
命

保
険
料
控
除
、
税
制
適
格
年
金

は
個
人
年
金
保
険
料
控
除
の
節

税
枠
を
利
用
で
き
ま
す

10
月
24
日
、
都
本
部
社
会
福

祉
評
議
会
障
害
労
働
者
連
絡
会

（
障
労
連
）
は
、
障
害
者
雇
用

に
関
す
る
知
見
を
深
め
、
今
後

の
組
合
活
動
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
、
学
習
会
を
Ｓ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
上
智
大
学
の
永

野
仁
美
法
学
部
教
授
よ
り
「
障

害
者
雇
用
を
取
り
巻
く
情
勢
と

課
題
〜
障
害
者
権
利
条
約
後
の

障
害
者
の
雇
用
・
就
労
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
い

た
。永

野
教
授
は
講
演
の
中
で

「
日
本
も
批
准
し
て
い
る
障
害

者
権
利
条
約
で
は
、
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
な
労
働
雇
用
（
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
：
包
摂
）
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
統
合
）
と
は

異
な
る
。
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
標
準
化
さ
れ
た
既
存
の
主

流
の
働
き
方
に
適
合
で
き
る
障

害
者
を
雇
用
す
る
考
え
方
で
あ

る
の
に
対
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
は
標
準
化
さ
れ
た
既
存
の

主
流
の
働
き
方
を
変
え
て
い

く
、
つ
ま
り
変
わ
る
べ
き
は
環

境
や
社
会
で
あ
る
と
す
る
考
え

方
で
あ
る
。
障
害
者
雇
用
を
進

め
る
こ
と
は
、
全
て
の
人
の
働

き
方
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
」
と
訴
え
た
。

現
在
の
障
害
者
法
定
雇
用
率

は
民
間
部
門
2
・
5
％
、
公
務

部
門
2
・
8
％
で
あ
る
が
、
2

0
2
6
年
7
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ

2
・
7
％
、
3
・
0
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
法
定
雇
用
率
の
数

字
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
良
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
障
害
者

が
働
き
が
い
を
感
じ
、
社
会
進

出
を
実
感
で
き
る
働
き
方
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
障
害
を

持
つ
人
と
持
た
な
い
人
が
と
も

に
理
解
し
合
い
、
障
害
者
の
た

め
に
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
、
結
果
的
に
す
べ
て
の
人

が
働
き
や
す
い
環
境
が
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、

民
間
部
門
・
公
務
部
門
を
問
わ

ず
、
事
業
主
は
障
害
者
に
対
し

て
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
が

あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

合
理
的
配
慮
を
提
供
す
れ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る

「
公
的
機
関
に
お
け
る
障
害
者

へ
の
合
理
的
配
慮
事
例
集
」
を

参
照
し
て
ほ
し
い
。

自
治
体
に
は
率
先
し
て
障
害

者
を
雇
用
す
る
責
務
が
法
律
上

明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
都
本
部

障
労
連
は
、
法
定
雇
用
率
の
確

実
な
達
成
に
む
け
た
計
画
的
な

採
用
と
、
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
を
引
き
続
き
求
め
て
い

く
。

都
本
部
障
労
連

学
習
会
を
開
催

障
害
者
雇
用
を
め
ぐ
る
最
新
動
向
と
課
題
を
学
ぶ

▲講演する永野教授

機関紙パズル ほっと一息
【四字熟語パズル】
⑴○の中に漢字1字を入れて、四
方の漢字に対応する2字の単語
を完成させてください。

⑵4つの○のそれぞれの漢字が解
答できたら、○の中の漢字を並
べ替えて四字熟語を完成させて
ください。

問題

都本部では、組合から皆さんのスマホへ情報を届けるためのポータルサイトを作成していま
す。
組合からの情報をタイムリーに皆さんのスマホへお届けします。また、職場の困りごとやあ

なたの思いを組合に届けることが可能となるサイトです。
組合からの情報は『紙からデータへ』好きな時に好きな場所で情報が確認できます。
こんな機能を持ったポータルサイトに“親しみのある”名前を募集します。
発表は2026年3月7日に行われる都本部の定期大会および都本部HP等で行います！
なお、採用された方には、Amazonギフト券5，000円分を進呈します。また、優秀作品5名

の方にもAmazonギフト券1，000円分を進呈します。

●応募方法：QRコードからお願いします 採用された方、優秀作品の方へ
●応募締切：2026年1月30日（金） Amazonギフト券を進呈！

●締切 2025年12月26日（金）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●11月1日号 クロスワードパズルの答え「ブンカノヒ（文化の日）」

【組合調べ：月に16，000円積み立てたときの組合の積立制度と銀行預金との比較】

積立期間

組合の積立制度
（長共6，000円／月・税適10，000円／月）

銀行の普通預金
（16，000円／月）

掛金合計 利息込みの
積立額 返戻率 積立元本 利息込みの

積立額 返戻率

5年 96万円 963，600円 100．4％ 96万円 964，800円 100．5％

10年 192万円 1，984，000円 103．3％ 192万円 1，939，400円 101．0％

15年 288万円 3，064，600円 106．4％ 288万円 2，923，800円 101．5％

20年 384万円 4，208，600円 109．6％ 384万円 3，918，000円 102．0％

30年 576万円 6，702，400円 116．4％ 576万円 5，936，600円 103．0％

40年 768万円 9，498，600円 123．7％ 768万円 7，995，900円 104．1％

43年 825．6万円 10，401，900円 126．0％ 825．6万円 8，621，700円 104．4％

※ 用語：長共＝長期共済、税適＝税制適格年金
※ 掛金額16，000円について：23歳で積み立てを開始し、退職時（65歳）に積立額が約1，000万
円となる掛金額を設定

第1378号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）2025年12月1日第1378号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）2025年12月1日
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ろ
う
者
の
日
本
人
家
族
と
ク

ル
ド
一
家
が
繰
り
広
げ
る
、
日

本
手
話
と
ク
ル
ド
語
の
か
み
合

わ
な
い
、
誇
り
高
き
小
競
り
合

い
の
行
方
を
描
く
コ
メ
デ
ィ
。

街
お
こ
し
を
計
画
し
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
を
誘
致
し
よ
う
と
す

る
商
店
街
で
、
古
く
か
ら
電
器

店
を
営
む
ろ
う
者
の
父
と
弟
、

聴
者
の
姉
・
夏
海
が
暮
ら
す
古

賀
家
。
そ
の
む
か
い
に
ク
ル
ド

人
が
出
店
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
一
家
は
ク
ル
ド
人

家
族
と
些
細
な
す
れ
違
い
か
ら

対
立
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
通
訳
と
し
て
駆
り
出
さ
れ
た

の
が
、
古
賀
家
の
聴
者
で
あ
る

夏
海
と
、
ク
ル
ド
人
一
家
で
日

本
語
が
話
せ
る
ヒ
ワ
だ
っ
た
。

し
か
し
、
誤
解
に
よ
り
手
に

追
え
な
い
対
立
が
続
く
。
家
族

た
ち
の
小
競
り
合
い
が
続
く

中
、
間
に
立
つ
夏
美
と
ヒ
ワ

は
、
仲
直
り
の
方
法
を
模
索
す

る
う
ち
仲
良
く
な
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
中
、
夏
海
の
弟
・
駿

が
ノ
ー
ト
に
書
い
た
謎
の
文
字

が
学
校
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な

対
立
は
、
街
を
巻
き
込
む
事
態

に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ

の
後
に
起
こ
っ
た
あ
る
事
態
を

き
っ
か
け
に
仲
直
り
。

コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
の
物
語
の

中
に
、
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
こ
と
や
、
手
話
と
人
工
内

耳
の
話
が
出
て
き
た
り
、
ク
ル

ド
人
は
4
つ
の
国
に
ま
た
が
っ

て
住
ん
で
い
て
、
日
本
に
来
て

い
る
ク
ル
ド
人
と
い
っ
て
も
、

使
用
言
語
が
ト
ル
コ
語
だ
っ
た

り
ア
ラ
ビ
ア
語
だ
っ
た
り
し
て

ク
ル
ド
語
を
話
せ
な
い
人
も
い

る
こ
と
も
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抱
え
る
問

題
も
描
か
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
ろ
う
の
親
を
持

つ
聴
者
の
子
ど
も
）
で
あ
る
河

合
監
督
が
、
日
本
手
話
と
ク
ル

ド
語
を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
脚
本
で
、
消
滅
危
機
言
語
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

に
取
り
組
ん
だ
。

私
の
お
す
す
め
は
、
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
の
球
団
ド
ジ
ャ
ー
ス

だ
。
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
ば
か
り
で
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
中
執
筆
し
て
い
る
。
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
は
大
谷
翔
平

選
手
が
9
打
席
連
続
出
塁
で
Ｍ

Ｖ
Ｐ
と
思
い
き
や
、
山
本
由
伸

投
手
の
伝
説
的
な
活
躍
で
Ｍ
Ｖ

Ｐ
と
な
っ
た
。
佐
々
木
投
手
や

他
の
選
手
の
活
躍
か
ら
も
元
気

を
も
ら
え
る
の
で
お
す
す
め

だ
。大

谷
選
手
に
つ
い
て
も
う
少

し
話
す
。
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
の
記
事
を
見
て
い
る
と
、
人

柄
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
る
。
野
球
選
手
と

し
て
一
流
の
実
力
だ
け
で
な

く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
の
振
る

舞
い
も
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
る
。
ま
と
め
る
と

「
オ
ン
オ
フ
が
超
一
流
」と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
一
打
一
球
の
集

中
力
と
、
周
り
を
和
ま
せ
る
ユ

ー
モ
ア
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
よ
り
彼

を
魅
力
的
に
し
て
い
る
。
後
輩

た
ち
へ
の
気
配
り
も
随
所
に
感

じ
ら
れ
学
ぶ
べ
き
点
も
多
い
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
団
結
力
は
、
組
合

活
動
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

選
手
同
士
の
信
頼
関
係
や
フ
ァ

ン
と
の
一
体
感
は
、
ま
さ
に

「
連
帯
」
の
精
神
を
感
じ
る
も

の
で
あ
る
。
組
合
活
動
で
は
、

仲
間
と
と
も
に
声
を
上
げ
、
よ

り
良
い
労
働
環
境
を
め
ざ
し
て

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
よ
う
に
、

個
々
の
力
を
結
集
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
成
果
を
上
げ
る
姿
勢

は
、
私
た
ち
の
活
動
に
も
大
い

に
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
学
べ
る

こ
と
は
多
く
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の

試
合
を
観
る
た
び
に
、
連
帯
の

力
や
挑
戦
す
る
勇
気
を
感
じ

る
。
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
の
活
躍

を
応
援
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の

現
場
で
も
そ
の
精
神
を
活
か
し

て
い
き
た
い
。

あ
ん
ど
う

と
お
る

立
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

安
藤

徹

『
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
球
団

ド
ジ
ャ
ー
ス
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
み
ん
な
、
お
し
ゃ
べ
り
！
』

日
本
手
話
VS
ク
ル
ド
語
が
衝
突
す
る

前
代
未
聞
の
言
語
大
合
戦

�出身地：東京都
�組合歴：2024年～執行委員長

�11月29日（土）からユーロスペース
（☎03－3461－0211）、シネマ・チュプキ・
タバ（☎03－6240－8480）で公開
Ⓒ2025 映画『みんな、おしゃべり！』製作
委員会

全
国
か
ら
約
1
、1
0
0
人
が
参
加

高
市
政
権
の
大
軍
拡
・
改
憲
へ
警
鐘

11
月
8
日
〜
10
日
、
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会

は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
理
念
を
広

め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
憲

法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
第
62
回
大

会
（
護
憲
大
会
）
を
横
浜
市
内
で
開

催
し
、
全
国
か
ら
約
1
、1
0
0
人

が
参
加
し
た
。
1
日
目
の
開
会
総
会

で
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
染
裕
之
護

憲
大
会
実
行
委
員
長
は
「
自
民
党

は
、
憲
法
や
安
全
保
障
と
い
っ
た
基

本
軸
で
対
立
を
し
な
い
保
守
色
の
強

い
政
策
を
掲
げ
る
日
本
維
新
の
会
と

の
連
立
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
保
守
色

を
強
め
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
た
ち
は
大

軍
拡
・
改
憲
へ
大
き
く
踏
み
込
ん
だ

高
市
政
権
を
注
視
し
、
正
面
か
ら
対

峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。
次
に
「
戦
後
日
本
は
、
ど
う
人

権
を
育
ん
で
き
た
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
法
政
大
学
の
金
子

匡
良
教
授
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
立

憲
民
主
党
の
山
花
郁
夫
衆
議
院
議

員
、
大
阪
公
立
大
学
の
阿
久
澤
麻
理

子
教
授
、
弁
護
士
の
海
渡
双
葉
氏
の

3
名
が
務
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
憲
法
は
未
完
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
い
か
に
具
現
化
し
て
い
く
の

か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

私
た
ち
市
民
の
力
に
よ
っ
て
政
治
を

動
か
す
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ

る
」「
日
本
の
人
権
政
策
は
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
推
進
す
る
こ
と
）
の
法

律
を
つ
く
っ
た
後
、
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン
（
権
利
侵
害
時
の
救
済
）
の
法
律

が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
2
日
目
、
3
日
目

に
は
憲
法
・
外
国
人
差
別
・
基
地
問

題
等
に
つ
い
て
分
科
会
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
全
国
各
地
か
ら
の
取
り

組
み
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

高
市
首
相
は
11
月
7
日
の
国
会
審

議
の
中
で
、
中
国
に
よ
る
台
湾
へ
の

武
力
侵
攻
が
起
き
た
際
、
安
全
保
障

関
連
法
に
基
づ
く
存
立
危
機
事
態
に

な
り
得
る
と
発
言
し
、
集
団
的
自
衛

権
を
行
使
す
る
可
能
性
に
言
及
し

た
。
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
と
言

わ
れ
る
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

の
結
果
と
し
て
戦
争
が
始
ま
れ
ば
個

人
の
権
利
は
守
ら
れ
な
く
な
る
。
都

本
部
は
平
和
憲
法
を
堅
持
し
、
憲
法

理
念
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
引
き
続
き
恒

久
平
和
の
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

▲シンポジウムの様子

戦後80年 未来につなぐ平和憲法
憲法理念の実現をめざす 第62回護憲大会
戦後80年 未来につなぐ平和憲法

憲法理念の実現をめざす 第62回護憲大会

監
督
：
河
合
健
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